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飯田市(野底川以東)における水資源に係る具体的な調査の計画について 

 

本件は、飯田市（野底川以東）における水資源に係る具体的な調査計画についてとりまとめる

ものである。 

長野県内では水資源に係る現地調査として、「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評

価書【長野県】（平成２６年８月）」（「以下、評価書」という。）に記載のとおり、平成２４年

８月から平成２５年４月にかけ、既存の井戸２５箇所、湧水等１５箇所で地下水の水位、水質に

係る調査を実施した。また、評価書資料編記載の５６地点をはじめとして路線近傍を中心とした

河川等の流量観測を平成１９年より継続的に実施してきた。 

 今回は、準備書についての長野県知事意見を踏まえ、飯田市の野底川以東についての水資源に

係る具体的な調査の計画について報告する。 

地上区間においては、工事中の環境管理を適切に行うことを目的に、事業者の取組みとして工

事期間中、水資源に係るモニタリング（既存の個人水源における地下水位の計測等）を実施する。

トンネル区間においては、今回対象とする本線トンネル区間において評価書時点で計画していた

NATM から、水資源への影響のより小さいシールド工法へ変更する。なお、工法変更の効果を確認

するため別途調査を実施する。 

また、工事開始後に本工事の水資源に係る環境影響について、新たに対応すべき点が生じた場

合には、必要に応じて具体的な調査の項目や地点数を追加する等の検討を行う予定である。 

長野県内の他の水資源に係る具体的な調査の計画は、大鹿村について平成２６年１２月に、豊

丘村、喬木村について平成２８年４月に、南木曽町について平成２８年１０月に、飯田市（野底

川以西）について平成２９年１０月に、阿智村について令和元年１１月に公表している。 
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1-1 総括 

工事中の環境管理を適切に行うことを目的に、事業者の取組みとして工事期間中、水資源に

係るモニタリングを実施する。長野県と調整のうえ、個人に関する情報など非公開とすべき情

報を除き、結果について公表していく。 

また、工事開始後に本工事の水資源に係る環境影響について、新たに対応すべき点が生じた

場合には、必要に応じて具体的な調査の項目や地点数を追加する等の検討を行っていく。 

水資源に係るモニタリングの内容等について、次に示す。また、調査地点を表 1-2 及び図 1

に示す。 

 

（1）聞き取り調査の結果 

 平成 27 年度に、路線が通過する飯田市の各地区を対象に、調査票の配布・回収及び電話によ

る聞き取り調査を実施し、さらに水源の現地確認を行った。その結果を表 1-1 に示す。 

 

表 1-1 井戸、湧水等の数 

市町村名 地区名 井戸 湧水 河川 

飯田市 

座光寺 116 14 19 

上郷飯沼 92 2 20 

上郷黒田 120 7 35 

上郷別府 5 0 5 

          ※上郷黒田の結果には今回の対象範囲以外も含む 

 

（2）地下水の水位：水位、水温、pH、電気伝導率、透視度 

 1) 調査地点の選定 

聞き取り調査結果、標高、地形や構造物との位置関係等を考慮の上、表 1-2 および図 1の通

り調査地点を選定した。 

 

 2) 調査時期及び頻度 

工事着手前に 2回、工事中は月 1回の観測を基本に考えている。工事後は一定期間の調査

において影響が見られなかったことを確認のうえ、専門家意見等を考慮し調査期間及び調査

頻度を決定する。 

 

 3) 調査手法 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5年 建設省河川局）に準拠する。 
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（3）自然由来の重金属等（カドミウム、六価クロム、水銀、セレン、鉛、ヒ素、          

ふっ素、ほう素） 

 1) 調査地点 

調査地点を表 1-3 および図 1に示す。 

 

 2) 調査時期及び頻度 

工事前に１回実施し、工事中に毎年１回実施する。但し、土壌汚染のモニタリングにより土

壌汚染対策法に定める基準との差が小さい場合に実施する。 

 

 3) 調査手法 

「建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対応マニュアル（暫定版）」に

定める測定方法とする。 

 

表 1-2 地下水の水位のモニタリング地点 

地点 

番号 
市町村名 地点 調査項目 調査時期及び頻度 

1 

飯田市 

個人水源（縦井戸） 

・地下水の水位 

又は湧水の水量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

・透視度 

下記を基本とすることを考えて

いるが、地上区間工事中、地上区

間工事完了後は状況に応じて検

討していく。 

 

・地上区間工事着手前に 2 回 

・地上区間工事中、月 1回 

・地上区間工事完了後、一定の期

間 

 

2 個人水源（縦井戸） 

3 個人水源（縦井戸） 

4 個人水源（縦井戸） 

5 個人水源（縦井戸） 

 

 

表 1-3 自然由来の重金属等 

地点 

番号 
市町村名 地点 調査項目 調査時期及び頻度 

1 

飯田市 

個人水源（縦井戸） 

カドミウム、六価クロ

ム、水銀、セレン、鉛、

ヒ素、ふっ素、ほう素、

水素イオン濃度（pH）

下記を基本とすることを考えてい

る。 

 

・地上区間工事前に 1回 

・地上区間工事中に毎年 1 回 

但し、土壌汚染のモニタリングによ

り土壌汚染対策法に定める基準との

差が小さい場合に実施する。 

2 個人水源（縦井戸） 

3 個人水源（縦井戸） 

4 個人水源（縦井戸） 

5 個人水源（縦井戸） 
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図 1 水資源モニタリング地点 

4 

地下水の水位・自然由来の重金属等(縦井戸) 

01

02

03

04

05

市町村境 作業用トンネル 

計画路線（地上部） 

計画路線（シールドトンネル部） 

非常口（トンネル部） 

予測検討範囲 

他町村並びに飯田市野底川以西の範囲 

計画路線（山岳トンネル部） 



 

 

参考 1：地質の概況について 

当該地域における地質の概況について、図参 1-1～2 に示す。

 

 

 

 

図参 1-1(1)（環境影響評価書 資料編 事 5-5 図 5-2-1(2)） 

参 1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図参 1-1(2) 統括地質平面図 

（環境影響評価書 資料編 事 5-3 図 5-2-1(1)） 

注 1：その他の凡例は、図参 1-1(1)に示す。 
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※ モニタリング地点を追記しました（令和 3年 4月） 

図参 1-2 地質縦断図（環境影響評価書 資料編 環 9-1-7 図 9-1-1(3)） 

本計画書対象範囲 

参 3 

モニタリング地点

計画路線

（凡例）

05 04 01 03 02 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

  

※作業用トンネルの本線側には本線トンネル掘削のための発進坑を構築 

 

  

参 4 

図参 1-3 作業用トンネル縦断・断面図 

断面図 
（m） 

縦断図 

約 350m 

S.L

F.L

約 5.5m 

約
4
.5
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本書で利用した地図は、注記があるものを除き、国土地理院発行の数値地図 50000（地図画像）

を加工して作成した。 


